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川喜田半泥子の遺した窯

仙鶴窯（旧 廣永窯）

仙鶴窯(旧 廣永窯)は昭和21(1946)年、川喜田半泥子が自邸の千歳山にあっ
た登り窯を、津市分部の長谷山山麓なる閑林池畔の静寂境に移築し開窯しま
した。
この地で自らの作陶においても新境地を開拓、また弟子養成にも尽力し、

その作陶精神は遺弟 坪島圡平、孫弟子 藤村州二・下田正人 またのちに一
門となった作家たちに受け継がれております。
作風は各種陶磁器の技法一般にわたり、伝統的日本陶器のよさに新しい創

意を加え、茶の湯と懐石道具を中心に優雅でいて親しみやすい『ゆたかで、
たしかなひととき』を心掛け、お茶の精神と焼物の原点にさかのぼる豪快さ
を特長としています。
尚、広大な敷地内には、泥仏堂、仙鶴館、半泥子自作の山里茶席、半泥子

供養のために造られた山の館など建造物が点在し、人の手の入ることない自
然の四季折々の美しい景色とともに、多くの雅客を迎えています。

川喜田半泥子

伊勢商人屈指の豪商・川喜田久太夫家の十六代として津市で育った半泥子
(1878～1963)は、木綿問屋の当主、百五銀行六代頭取のほか、数々の企業の
要職を務めました。多忙な生活の中で、書画、茶の湯、俳句、写真、建築な
ど多彩な趣味を持ち、型にとらわれない自由な姿勢で風雅に遊びました。中
でも陶芸においては破格です。生涯に生み出した作品は、3万点とも5万点と
も言われ、その大半は茶碗でした。
『東の魯山人 西の半泥子』または『昭和の光悦』とも称される半泥子の

芸術は今もなお多くの人を魅了し、近代陶芸界に残した足跡は趣味の域を超
え、注目されております。

沿革



7 赤絵切紙文額皿
17.5×17.5×3.5cm

71 染付鷺文六角足付皿
21.5×21.5×3.3cm

67 赤絵花文皿
25×25×3.2cm

6 染付枝鳥文皿
25×25×3cm

69 呉須赤絵鳳凰文皿
20.3×20.3×3.3cm

飾り皿



12 赤絵・染付むさしの飯碗
12.5×12.5×7cm

14 色絵・染付花蝶文飯碗
12.5×12.5×5.5cm

15 赤絵・染付掛分点彩文飯碗
12.5×12.5×5.5cm

16 色絵・銹絵つる文飯碗
12.5×12.5×6cm

122 赤絵・染付重花飯碗
11.5×11.5×6cm

飯 碗



湯 呑

19 赤絵・染付鳥文湯呑
8×8×7.5cm

20 色絵・染付山水文湯呑
7.5×7.5×7.5cm

21 赤絵・染付草実文湯呑
7×7×8cm

22 赤絵・染付花岩文湯呑
7.5×7.5×8.5cm

135 染付むさしの掛分湯呑
655 赤絵むさしの掛分湯呑
7.5×7.5×8cm



25 色絵山つなぎ掛分湯呑
8×8×9cm

27 呉須赤絵桔梗文湯呑
7.3×7.3×8.5cm



246 染付よろけ四方入コーヒー碗
カップ 8.7×8.7×6.3cm
ソーサー15.5×15.5×3cm

149 赤絵よろけ四方入コーヒー碗
カップ 8.7×8.7×6.3cm
ソーサー15.5×15.5×3cm

150 染付点・線文コーヒー碗
カップ 8.5×8.5×7cm
ソーサー15.5×15.5×2cm

566 赤絵点・線文コーヒー碗
カップ 8.5×8.5×7cm
ソーサー15.5×15.5×2cm

コーヒー碗



146 染付草文コーヒー碗
カップ 8.2×8.2×7cm
ソーサー15.7×15.7×3cm

147 赤絵草文コーヒー碗
カップ 8.2×8.2×7cm
ソーサー15.7×15.7×3cm

144 染付むさしのーヒー碗
カップ 7.3×7.3×7cm
ソーサー15.5×15.5×1.5cm

145 赤絵むさしのコーヒー碗
カップ 7.3×7.3×7cm
ソーサー15.5×15.5×1.5cm



152 赤絵鉄斜線文マグカップ
8×8×8.3cm

288 染付斜線文マグカップ
8×8×8.3cm

325 赤絵草文マグカップ
7.5×7.5×7.8cm

151 染付草文マグカップ
7.5×7.5×7.8cm

マグカップ



高火度手造りのため窯ごとの仕上がりに変化がございます。予めご了承ください。



株式会社ちとせ

〈名古屋事業本部〉

〒450-0002愛知県名古屋市中村区名駅4丁目26番13号ちとせビル5階

TEL 052-581-8866 FAX 052-581-6567

〈津事業本部・ギャラリー仙鶴〉

〒514-0028 三重県津市東丸之内33番1号 津フェニックスビル1階

TEL 059-221-7120 FAX059-221-7122

〈半泥子仙鶴窯 窯場〉

〒514-0071 三重県津市分部1770番地1
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